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表4市内中学校演習で活用できた附属演習の内容

カテゴリー サブカテゴリー 主な記述

生徒への接し方や声がげ~(I3)－生稚二而声かけの仕方「生徒への声かけは、附属学校での経験をいかしてよりスムー
（7）ズに声かけができた」「市内中学校では内科検診の補助をし

た。内科検診の流れはほぼ同じで、素早く着替えさせ、スムー
ズに検診が進むように声かけができ、附属中での経験が活かさ
れた」

説明の仕方や言葉の選択「生徒への説明の仕方や言葉の選択」「言葉遣い、発達段階に
（3）配慮すること」

中学生に合った声かけや「小学生とは違い、どのようなことまでこちらの指示がなくと
指導のタイミング（2）も行えるのかということが附属中の実習で分かっていたので、

中学生に合った声かけや指導が行えた」

生徒とのコミュニケー「小学校と同様にコミュニケーションについては附属学校の演
ション（1）習が役に立ったと感じる」

見通しを持った動きや配慮（12）附属演習の体験を基にし「事後処理も行ったが、そのときにも、附属学校での演習で学
たスムーズな運営（4）んだことを生かしてスムーズに行うことができた」「歯科検診

の演習だったので、附属で歯科検診に関わったことでスムーズ
にできたと感じた。記録方法だけでなく、歯科医の言っている
ことを理解できた。歯科医の診断内容を聞き取ることができた
のは、附属の演習や授業で歯科の記録を行ったからだと思う」

内科検診の配慮事項「小学生以上に生徒同士がお互いの結果を意識していることが
（3）わかり、よりプライバシーに配慮してすすめることができた」

学校医への配慮とコミュ「学校医によって検診内容や仕方なども様々で、学校医への配
ニケーション（2）慮の大切さを知る事ができた。市内演習では、学校医が検診し

やすいよう、コミュニケーションを取りながら、その都度改善
し行うことができた」

検診時の流れを理解「附属中で演習をした内科検診だったので、流れがつかみやす
（2）かつた」

ミスを防ぐ確認方法「歯科健診などを受ける際には、自分の名前を言ってもらう事
（1）で記入ミスなどを防いでいくこと」

検診を円滑に行うための連携学生同士や学級担任との「担任と協力して進めていく方法」「協力者（学生）との連
（6）連携（2）携」

検診を円滑に行うための「検査をスムーズに行うための誘導方法」「検診を円滑に行う
動き方、誘導法（3）ための動き方」

検診の流れなどのイメー「多くの検診経験できたので、市内健康診断で同じ検診を行う
ジ（1）ときは流れなどイメージしやすかった」

附属演習の応用（5）生徒の自発的行動の促し「附属中の生徒は、中学生ともなると自分で症状が言え、自発
（2）的に動こうとする様子を見ることができ、中学生にはどのよう

なことができるのかを知った。それを踏まえて、何でもやって
あげようとするのではなく、生徒が自発的に行動できるように
促す働きかけをすることができた」

附属演習の事前学習や知「附属での演習の際に記録の仕方で困ったこと等を事前に調べ
識を活用（2）ていったり、演習前に養護教諭に確認できた」「歯科検診を

行っていたため、そのときに勉強した知識（歯式や記号の意味
等）を活用することができた。歯科医と養護教諭のやりとりの
内容を理解することができた。

友人からの情報を応用「心臓検診も附属中校では担当しなかったが、友人から聞いた
（1）り、先生からの資料から自分なりに、どういう手順で、どのよ

うな注意点があるか考えることができた」

4．市内演習における模擬練習の役立ち感

市内演習における模擬練習の役立ち感の内

容をカテゴリー別に表5に示した｡【検診の理

解】【緊張の軽減と検査の正確性】【児童生徒

に合った説明の工夫】【児童生徒の反応の予測】

【役立ち感はなかった】の5カテゴリーが抽

出された。模擬を行うことでく健康診断の一

連の流れと留意点＞＜自分以外の係の確認＞

＜検診に使用する記号の理解＞＜検診物品を

使用した確認＞から【検診の理解】に役立っ

ていた。＜自信と正確な検診＞＜オージオメ

（ 村の数字はコード数

－タの操作方法の慣れ＞＜安心感＞から【緊

張の軽減と検査の正確性】に役立っていた。

＜わかりやすい説明方法の工夫＞＜シェアリ

ングによる気づき＞から【児童生徒に合った

説明の工夫】に役立っており、＜わかりやす

い説明方法の工夫＞では「みんなでどのよう

に説明したらよいか考えることで、本番どの

ようにしたらよいかイメージしやすいのでよ

かった｣、＜シェアリングによる気づき＞では

「一度練習をして、周りの学生や先生からも

らったアドバイスが役に立った」「小学生に対










